
令和 5 年度第 2 回 古賀市男女共同参画審議会会議録 

〇日時：令和 5年 8月 17 日（木） 10 時 30 分～12 時 00 分 

 

〇場所：古賀市役所 2委員会室 

 

〇傍聴者：0名 

 

〇出席者 

・委員（五十音順・敬称略）： 

倉富、阪井、新田、松本（正）、松本（留）、吉村（計 6名） 

欠席 4名（敬称略）: 小田邊、金子、杉本、松尾 

・事務局：市民部長、人権センター課長、男女共同参画・多様性推進係係長、同係員 

 

○配布資料 

・資料 1-1，2：令和 5 年度古賀市男女共同参画計画実施状況報告書（令和 4 年度事業分）点検・評価

（案）について 

 ・資料 2：令和 5年度古賀市男女共同参画計画（令和 4年度事業分）質問事項（各課からの回答） 

 ・資料 3：令和 5年度古賀市男女共同参画計画（令和 4年度事業分）効果的な取組方法への助言 

 ・資料 4：令和 4年度男女共同参画に関する広報紙 

 

１． 内容 

（１） 市民部長あいさつ 

市民部長より 

（２） 自己紹介 

事務局より 

（３） 会長あいさつ 

倉富会長より 

（４） 会議公開取扱いについて 

事務局より 

（５） 令和 5 年度古賀市男女共同参画計画実施状況報告書（令和 4 年度事業分）に関する点検・

評価の取りまとめについて 

＜基本目標Ⅰ ジェンダー平等の意識向上＞ 

委員：各課の施策と基本目標との関連付けに無理があるものがあると感じる。 

人権センターの取組と、全庁的な取組とで温度差があるようにも思える。 

副会長：6 月に実施の男女共同参画フォーラムの参加人数と、実施アンケートに何か傾向

があれば教えてほしい。 

事務局：参加人数は 69 名。男性の参加が増えてきた。上の世代が多いようだ。アンケート

では、講演内容が良かった、一行詩の表彰等事業を継続してほしい等の前向きな意見が見

られた。 



委員：土曜開催なので子育て世代の参加が少ないのは致し方ないところがあるかと思うい

一行詩の作品に素晴らしいものが多かったのでフォーラムでの配布資料にもっと載せても

いいのでは。 

委員：資料 2 の 1 ページ、子育て支援課の保育内容に関する回答について、男女共同参画

との関連性が分からない。後付けのようにも思える。 

事務局：各月にテーマを決めている。例えば 6 月は「私の家族」というテーマで、性別に

関わらず家庭の中で自分に出来ることをやっていこうと伝えている。12 月は「私の夢」と

いうテーマで、自分がどうしたいのか、性別にとらわれずに自分がなりたいものに興味を

持つことを伝えている。 

委員：幼少期から、男女共同参画という視点での教育を取り入れることは重要だ。 

＜基本目標Ⅱ あらゆる分野における男女共同参画の実現＞ 

委員：福祉課の内容について、男女共同参画の視点を明確にしてほしい。男女共同参画の

視点から見て、どういう問題があり、どういう対応をしたのかということを具体的に示し

てほしい。 

委員：全ての区において、市として女性の区長の登用について働きかけをしているのか。 

事務局：各地域にそれぞれ事情があり、現実問題として難しい所がある。 

委員：自分達の世代は、男性は大工仕事、女性は裁縫、等と仕事が分けられていた。そう

した偏った概念を是正するような、性別によらず参加できる講座の開催を希望する。 

＜基本目標Ⅲ 男女の自立と社会参画に向けた環境整備＞ 

会長：ここまでいずれにも共通するのは「男女共同参画の視点が明確ではない」というこ

と。 

＜基本目標Ⅳ あらゆる暴力の根絶と被害者支援＞ 

委員：相談件数の増減について何か傾向はあるのか。 

事務局：啓発等により、DV にモラハラ等も含まれるとの認識が市民に高まってきたため

と考えられる。 

＜基本目標Ⅴ 性別にとらわれない多様な生き方の尊重＞ 

会長：パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度等、古賀市の取組は進んでいると思

う。今後も継続されたい。 

＜総括＞ 

委員：もう少し具体的な方が分かりやすいのでは。 

事務局：箇条書きにするなど、より具体的な書きぶりに修正する。 

 

２．事務局からの連絡事項 

報酬・費用弁償の支払いについて 

 

３．閉会 

   


